
はっきり言
い

って、がんこ者
もの

です。がんこなのは

小
ちい

さいころからで、小
しょう

学
がく

生
せい

のとき、母
はは

や先
せん

生
せい

に怒
おこ

られても｢自
じ

分
ぶん

のここが悪
わる

かったんだ｣と納
なっ

得
とく

す

るまでは、絶
ぜっ

対
たい

にあやまりませんでした。また、慎
しん

重
ちょう

なところがあって、すぐには決
けつ

断
だん

しません。で

も、一
いち

度
ど

目
もく

標
ひょう

を定
さだ

めてしまうと、それに向
む

かって

まっしぐらに進
すす

んでいきます。ちょっとやそっとの

障
しょう

害
がい

では方
ほう

向
こう

を変
か

えません。

コンピュータのことはよくわからない、メールよ

りも手
て

紙
がみ

のほうが好
す

き、トレンディードラマよりも落
らく

語
ご
※4や時

じ

代
だい

劇
げき

が好
す

きという「アナログ人
にん

間
げん

」です。

そのせいで、小
しょう

学
がく

5年
ねん

生
せい

から中
ちゅう

学
がく

1年
ねん

生
せい

まで、友
とも

だちに「ばあちゃん」と呼
よ

ばれていました。

わたしは、「生
せい

活
かつ

のなかで楽
たの

しめることは、楽
たの

しんじゃえ！」と思
おも

っています。何
なに

ごとにも自
じ

分
ぶん

か

ら積
せっ

極
きょく

的
てき

に取
と

りくんで楽
たの

しみます。

■小
ちい

さいころ

わたしは、1983年
ねん

に千
ち

葉
ば

県
けん
※1で生

う

まれました。

小
ちい

さいころは、外
そと

で遊
あそ

ぶことが多
おお

い元
げん

気
き

な子
こ

で

した。年
とし

の違
ちが

う子
こ

と遊
あそ

ぶことが多
おお

かったので、人
ひと

づきあいも自
し

然
ぜん

に覚
おぼ

えました。

小
ちい

さいころはコロコロに太
ふと

っていました。外
そと

で

走
はし

りまわっているわりには運
うん

動
どう

神
しん

経
けい

が鈍
にぶ

くて、幼
よう

稚
ち

園
えん

のときにブランコから落
お

ちて頭
あたま

を1
ひと

針
はり

ぬった

り、箱
はこ

ブランコに足
あし

をはさんでしばらく歩
ある

けなくなっ

たりと、けがもよくしました。風
か

邪
ぜ

をひくことはあま

りありませんでしたが、扁
へん

桃
とう

腺
せん

をはらして高
こう

熱
ねつ

を

出
だ

すことがよくあったそうです。

■小
しょう

学
がく

生
せい

のころ

小
しょう

学
がく

生
せい

のころから昆
こん

虫
ちゅう

や動
どう

物
ぶつ

が大
だい

好
す

きでし

た。母
はは

によると、昆
こん

虫
ちゅう

や動
どう

物
ぶつ

の図
ず

鑑
かん

を「なめるよ

うに」見
み

ていたそうです。小
ちい

さいころは家
いえ

の近
ちか

く

にアマガエルがたくさんいて、よく捕
つか

まえました。

アリ、チョウ、カブトムシ、カタツムリ、トカゲ、カエ

ル、金
きん

魚
ぎょ

、亀
かめ

など、いろいろなものを飼
か

いました。

動
どう

物
ぶつ

園
えん

や水
すい

族
ぞく

館
かん

も好
す

きで、とくに上
うえ

野
の

動
どう

物
ぶつ

園
えん

には

よく行
い

きました。父
ちち

と母
はは

を待
ま

たせて、動
どう

物
ぶつ

園
えん

を1人
ひとり

で2周
しゅう

も3周
しゅう

もしていました。とくに猿
さる

山
やま

はおもしろ

くて、ずっと見
み

ていても飽
あ

きません。どれがボス

猿
ざる

か当
あ

てたりしていました。小
ちい

さいころはただ動
どう

物
ぶつ

を眺
なが

めているだけでしたが、そのうち、本
ほん

を読
よ

んで得
え

た知
ち

識
しき

をもとに、いっしょに行
い

った家
か

族
ぞく

に

あれこれ説
せつ

明
めい

するようになりました。

学
がっ

校
こう

ではずっと学
がっ

級
きゅう

委
い

員
いん

※5や班
はん

長
ちょう

をやってい

ました。けっこう仕
し

切
き

り屋
や

なのです。放
ほう

課
か

後
ご

は、
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週
しゅう

に1回
かい

、習
しゅう

字
じ

を習
なら

いに行
い

っていました。それ以
い

外
がい

の日
ひ

は、家
いえ

に帰
かえ

るとすぐ近
きん

所
じょ

の友
とも

だちと外
そと

に

出
で

て遊
あそ

んでいました。家
いえ

の前
まえ

の道
どう

路
ろ

がおもな遊
あそ

び場
ば

で、縄
なわ

跳
と

びやおにごっこ、ドッジボールなど

をして遊
あそ

びました。

外
そと

で遊
あそ

ぶのも好
す

きでしたが、家
いえ

で読
どく

書
しょ

をした

り、祖
そ

母
ぼ

や祖
そ

父
ふ

に昔
むかし

の話
はなし

を聞
き

いたりするのも好
す

きでした。

■中
ちゅう

学
がく

生
せい

のころ

中
ちゅう

学
がく

生
せい

になって剣
けん

道
どう

部
ぶ

に入
はい

りました。隣
となり

の家
いえ

の幼
おさな

なじみが剣
けん

道
どう

をやっていたので、自
じ

分
ぶん

もやっ

てみようと思
おも

ったのです。軽
かる

い気
き

持
も

ちで入
はい

ったの

ですが、剣
けん

道
どう

部
ぶ

は市
いち

川
かわ

市
し
※2の大

たい

会
かい

で優
ゆう

勝
しょう

したり

千
ち

葉
ば

県
けん

大
たい

会
かい

に出
しゅつ

場
じょう

したりするほど強
つよ

かったので、

練
れん

習
しゅう

はとても厳
きび

しくてつらいときもありました。

あいかわらず動
どう

物
ぶつ

や生
い

きものが好
す

きで、関
かん

係
けい

の

ありそうな本
ほん

をかたっぱしから読
よ

んでいました。

学
がっ

校
こう

の図
と

書
しょ

館
かん

にあった動
どう

物
ぶつ

関
かん

連
れん

の本
ほん

の貸
か

し出
だ

し

カードには全
ぜん

部
ぶ

、わたしの名
な

前
まえ

が入
はい

っていたくら

いです。

学
がっ

校
こう

から帰
かえ

ってくると、母
はは

と夕
ゆう

飯
はん

の買
か

いものに

行
い

きました。そのあとひまなときは、2階
かい

の祖
そ

父
ふ

母
ぼ

の部
へ

屋
や

に行
い

って、いっしょにテレビを見
み

たり落
らく

語
ご

を聴
き

いたりしていました。わたしの家
いえ

は2世
せ

帯
たい

住
じゅう

宅
たく

で、2階
かい

を父
ちち

方
かた

の祖
そ

父
ふ

母
ぼ

が使
つか

い、1階
かい

に両
りょう

親
しん

と

わたしたち姉
し

妹
まい

が住
す

んでいます。祖
そ

父
ふ

や祖
そ

母
ぼ

と

話
はなし

をするのは、友
とも

だちと話
はなし

をするのとは違
ちが

う楽
たの

し

さがありました。とくに昔
むかし

の話
はなし

を聞
き

くのが好
す

きでし

た。また、夕
ゆう

飯
はん

をつくったり、編
あ

みものをしたりし

ている祖
そ

母
ぼ

の様
よう

子
す

を見
み

ているのも好
す

きでした。な

ぜかゆったりとした気
き

分
ぶん

になって、落
お

ちつくの

です。

■標
しべ

茶
ちゃ

とのであい

わたしが中
ちゅう

学
がく

生
せい

のころ、千
ち

葉
ば

県
けん

市
いち

川
かわ

市
し

と北
ほっ

海
かい

道
どう
※3標
しべ

茶
ちゃ

町
ちょう

※6は、「標
しべ

茶
ちゃ

・市
いち

川
かわ

少
しょう

年
ねん

の船
ふね

」という交
こう

流
りゅう

プログラムを実
じっ

施
し

していました。このプログラ

ムには、小
しょう

学
がく

生
せい

から大
だい

学
がく

生
せい

まで参
さん

加
か

し、毎
まい

年
とし

交
こう

互
ご

に相
あい

手
て

のまちを船
ふね

で訪
たず

ねて交
こう

流
りゅう

していました。

北
ほっ

海
かい

道
どう

に、しかも大
おお

きな船
ふね

で行
い

くというので、わ

たしも参
さん

加
か

したいと思
おも

いました。

しかし、東
とう

京
きょう

湾
わん

から標
しべ

茶
ちゃ

町
ちょう

までの2泊
はく

3日
か

の船
ふな

旅
たび

は、実
じつ

につらいものとなりました。ひどい船
ふな

酔
よ

い

にずっと苦
くる

しめられたからです。船
ふね

の上
うえ

で海
うみ

にか

かる虹
にじ

を見
み

たことだけが、船
せん

上
じょう

で唯
ゆい

一
いつ

のいいお

もいでです。標
しべ

茶
ちゃ

の港
みなと

が見
み

えたときは、心
こころ

の底
そこ

か

ら「助
たす

かったー」と思
おも

いました。陸
りく

に上
あ

がるとすっ

かり元
げん

気
き

になって、カヌーや乗
じょう

馬
ば

、標
しべ

茶
ちゃ

町
ちょう

の中
ちゅう

学
がく

生
せい

との交
こう

流
りゅう

会
かい

、バーベキュー、キャンプファイ

ヤーなどを楽
たの

しみました。このときに、標
しべ

茶
ちゃ

高
こう

校
こう

を初
はじ

めて訪
ほう

問
もん

し、校
こう

内
ない

見
けん

学
がく

をしたり、バターづく

りをしたりしました。「なんて広
ひろ

くてきれいな学
がっ

校
こう

だろう」と思
おも

いました。

■標
しべ

茶
ちゃ

高
こう

校
こう

へ

中
ちゅう

学
がく

3年
ねん

生
せい

になって、どの高
こう

校
こう

を受
じゅ

験
けん

しようか

と迷
まよ

っていたときに、標
しべ

茶
ちゃ

高
こう

校
こう

のことを思
おも

いだし

ました。標
しべ

茶
ちゃ

高
こう

校
こう

には寮
りょう

があって、北
ほっ

海
かい

道
どう

以
い

外
がい

の

地
ち

域
いき

からでも進
しん

学
がく

することができるのです。獣
じゅう

医
い
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になるのが小
しょう

学
がく

生
せい

のころからの夢
ゆめ

で、高
こう

校
こう

卒
そつ

業
ぎょう

後
ご

は北
ほっ

海
かい

道
どう

の大
だい

学
がく

に進
すす

みたいと思
おも

っていたので、

北
ほっ

海
かい

道
どう

の高
こう

校
こう

に通
かよ

っていたほうが情
じょう

報
ほう

を多
おお

く得
え

られると考
かんが

え、標
しべ

茶
ちゃ

高
こう

校
こう

を受
じゅ

験
けん

することにしまし

た。家
か

族
ぞく

と離
はな

れることや寮
りょう

生
せい

活
かつ

をすることに対
たい

す

る不
ふ

安
あん

は不
ふ

思
し

議
ぎ

とありませんでした。両
りょう

親
しん

は最
さい

初
しょ

は驚
おどろ

いたようですが、とくに反
はん

対
たい

はしませんで

した。北
ほっ

海
かい

道
どう

に行
い

くのが3年
ねん

早
はや

まっただけのこと

だと思
おも

ったのではないでしょうか。

標
しべ

茶
ちゃ

高
こう

校
こう

に入
にゅう

学
がく

すると同
どう

時
じ

に寮
りょう

生
せい

活
かつ

が始
はじ

まり

ました。寮
りょう

では、規
き

則
そく

正
ただ

しく生
せい

活
かつ

しなければなり

ません。食
しょく

事
じ

やそうじなどの時
じ

間
かん

が決
き

まっている

ので、いつも時
じ

間
かん

を気
き

にして行
こう

動
どう

しなければなり

ません。それが、少
すこ

しきゅうくつに感
かん

じることもあ

ります。でも、なかなか話
はなし

をする機
き

会
かい

のない上
じょう

級
きゅう

生
せい

とも仲
なか

よくなれるのは寮
りょう

生
せい

活
かつ

のいいところだと

思
おも

います。

■週
しゅう

末
まつ

ホームステイ

寮
りょう

は、2日
ふつか

以
い

上
じょう

連
れん

休
きゅう

になると閉
し

まることになっ

ています。だから、土
ど

曜
よう

日
び

に授
じゅ

業
ぎょう

のない週
しゅう

末
まつ

（第
だい

2週
しゅう

と第
だい

4週
しゅう

の土
ど

日
にち

）には、ほとんどの寮
りょう

生
せい

は家
いえ

に

帰
かえ

ります。わたしは市
いち

川
かわ

の家
いえ

に帰
かえ

るのはたいへん

なので、同
どう

級
きゅう

生
せい

の直
なお

ちゃんの家
いえ

にホームステイを

しています。直
なお

ちゃんの家
いえ

は、学
がっ

校
こう

から40キロ離
はな

れた標
しべ

茶
ちゃ

町
ちょう

虹
にじ

別
べつ

で酪
らく

農
のう

を営
いとな

んでいます。直
なお

ちゃ

んのお父
とう

さんとお母
かあ

さん（わたしは「パパさん」「マ

マさん」と呼
よ

んでいます）、おじいさん、直
なお

ちゃん、

直
なお

ちゃんの弟
おとうと

のよしきくん、それと直
なお

ちゃんのお姉
ねえ

さんが3人
にん

の8人
にん

家
か

族
ぞく

です。また、酪
らく

農
のう

の仕
し

事
ごと

を

手
て

伝
つだ

っている研
けん

修
しゅう

生
せい

も住
す

みこみで働
はたら

いています。

ホームステイをする週
しゅう

は、金
きん

曜
よう

日
び

の夜
よる

におじいさ

んが車
くるま

で迎
むか

えに来
き

てくれます。土
ど

曜
よう

日
び

は、よしきく

んの相
あい

手
て

をして半
はん

日
にち

くらい遊
あそ

びます。あとは、買
か

い

ものに行
い

ったり、リビングでくつろいだり、勉
べん

強
きょう

し

たりして過
す

ごします。そして、日
にち

曜
よう

日
び

の夕
ゆう

食
しょく

後
ご

、寮
りょう

へ戻
もど

ります。

標
しべ

茶
ちゃ

高
こう

校
こう

に入
はい

る前
まえ

の唯
ゆい

一
いつ

の心
しん

配
ぱい

は週
しゅう

末
まつ

のホー

ムステイでした。でも、実
じっ

際
さい

にホームステイをして

みると、とてもいい人
ひと

たちだったので安
あん

心
しん

しまし

た。最
さい

初
しょ

こそ緊
きん

張
ちょう

しましたが、今
いま

はとてもリラッ

クスしています。自
じ

分
ぶん

の家
いえ

だとだらけがちですが、

ホームステイをすることでメリハリのある生
せい

活
かつ

がで

きるのはとてもいいことだと思
おも

います。

ホームステイをしない第
だい

1週
しゅう

と第
だい

3週
しゅう

の土
ど

日
にち

は、

寮
りょう

で友
とも

だちと過
す

ごします。残
ざん

念
ねん

なのは、まちに1

軒
けん

しかない本
ほん

屋
や

さんが日
にち

曜
よう

日
び

は休
やす

みなことです。

車
くるま

がないので、学
がっ

校
こう

の近
ちか

くにしか行
い

けません。だ

から、ホームステイをしない週
しゅう

末
まつ

は少
すこ

しつまらな

いです。

■標
しべ

茶
ちゃ

高
こう

校
こう

について

わたしは標
しべ

茶
ちゃ

高
こう

校
こう

が好
す

きです。校
こう

内
ない

には豊
ゆた

か

な自
し

然
ぜん

があります。動
どう

物
ぶつ

の姿
すがた

を目
め

にすることはま

れですが、鳥
とり

のさえずりを耳
みみ

にしたり、動
どう

物
ぶつ

の足
あし

跡
あと

を目
め

にすると、彼
かれ

らの存
そん

在
ざい

が実
じっ

感
かん

できます。

また、先
せん

生
せい

たちがとてもユニークで個
こ

性
せい

的
てき

で

す。バードウォッチングやスノーボード、釣
つ

りなど

多
た

彩
さい

な趣
しゅ

味
み

をもつ先
せん

生
せい

が多
おお

く、そういう話
はなし

になる

と止
と

まらなくなってしまいます。わたしたちが住
す

ん

でいる寮
りょう

には、毎
まい

晩
ばん

、先
せん

生
せい

たちが交
こう

代
たい

で2人
ふたり

ずつ

泊
と

まりこみます。宿
しゅく

直
ちょく

の先
せん

生
せい

たちと話
はなし

がはずん
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で、気
き

がついたら2時
じ

間
かん

たっていたということもあ

ります。

それから、天
てん

体
たい

望
ぼう

遠
えん

鏡
きょう

やホロスコープ、バイオ

技
ぎ

術
じゅつ

用
よう

の設
せつ

備
び

といった最
さい

新
しん

の設
せつ

備
び

を取
と

りいれた

り、総
そう

合
ごう

学
がっ

科
か

制
せい
※7を導

どう

入
にゅう

したりするなど、新
あたら

しい

ことに積
せっ

極
きょく

的
てき

にチャレンジしています。

■高
こう

校
こう

生
せい

自
し

然
ぜん

環
かん

境
きょう

サミットに参
さん

加
か

1年
ねん

生
せい

の8月
がつ

、群
ぐん

馬
ま

県
けん

立
りつ

尾
お

瀬
ぜ

高
こう

等
とう

学
がっ

校
こう

が主
しゅ

催
さい

し

た高
こう

校
こう

生
せい

自
し

然
ぜん

環
かん

境
きょう

サミットに参
さん

加
か

しました。この

サミットは群
ぐん

馬
ま

県
けん

で行
おこな

われ、環
かん

境
きょう

教
きょう

育
いく

を積
せっ

極
きょく

的
てき

に実
じっ

践
せん

している全
ぜん

国
こく

の16の高
こう

校
こう

から51名
めい

の生
せい

徒
と

が参
さん

加
か

しました。標
しべ

茶
ちゃ

高
こう

校
こう

からは、わたしを含
ふく

め

て4人
にん

の生
せい

徒
と

と引
いん

率
そつ

の先
せん

生
せい

が参
さん

加
か

しました。サミ

ットは「地
ち

球
きゅう

環
かん

境
きょう

」をキーワードに、情
じょう

報
ほう

交
こう

換
かん

を

したり、自
し

然
ぜん

と人
にん

間
げん

とのかかわりについて考
かんが

えた

りして、環
かん

境
きょう

学
がく

習
しゅう

をさらに深
ふか

めていくために企
き

画
かく

されました。日
にっ

光
こう

国
こく

立
りつ

公
こう

園
えん
※8内
ない

の尾
お

瀬
ぜ

ヶ
が

原
はら
※9で水

すい

質
しつ

調
ちょう

査
さ

や植
しょく

物
ぶつ

の観
かん

察
さつ

をしたり、参
さん

加
か

校
こう

の高
こう

校
こう

生
せい

たちと交
こう

流
りゅう

を深
ふか

めたりしました。ふだん、友
とも

だち

とは動
どう

物
ぶつ

の話
はなし

をあまりしないのですが、サミット

の参
さん

加
か

者
しゃ

はみんな動
どう

物
ぶつ

や植
しょく

物
ぶつ

の知
ち

識
しき

が豊
ほう

富
ふ

で、

話
はなし

をしていてとても楽
たの

しかったです。

今
いま

いちばん大
たい

切
せつ

だと思
おも

っているのは、このよう

な人
ひと

との「であい」です。ちょっとしたきっかけで

北
ほっ

海
かい

道
どう

にやってきて、たくさんの友
とも

だちと会
あ

うこ

とができました。自
し

然
ぜん

環
かん

境
きょう

サミットでは、群
ぐん

馬
ま

や

鹿
か

児
ご

島
しま

などほかの地
ち

域
いき

の高
こう

校
こう

生
せい

とも友
とも

だちにな

れました。地
じ

元
もと

の高
こう

校
こう

に入
にゅう

学
がく

していたら、こうい

う「であい」はなかったでしょう。考
かんが

えてみれば、

わたしが坂
さか

井
い

家
け

に生
う

まれたのも不
ふ

思
し

議
ぎ

なことで

す。奇
き

跡
せき

とも言
い

えるこれらの「であい」を大
たい

切
せつ

に

したいと思
おも

います。

小
しょう

学
がっ

校
こう

低
てい

学
がく

年
ねん

のころは、動
どう

物
ぶつ

園
えん

の飼
し

育
いく

係
がかり

にな

りたいと思
おも

っていました。そのうち、本
ほん

やテレビ

を見
み

て獣
じゅう

医
い

という仕
し

事
ごと

があるのを知
し

って、獣
じゅう

医
い

に

あこがれるようになりました。今
いま

は、高
こう

校
こう

卒
そつ

業
ぎょう

後
ご

、

北
ほっ

海
かい

道
どう

の大
だい

学
がく

で獣
じゅう

医
い

学
がく

を学
まな

び、獣
じゅう

医
い

になって南
なん

米
べい

やアフリカで野
や

生
せい

動
どう

物
ぶつ

保
ほ

護
ご

の仕
し

事
ごと

に携
たずさ

わりた

いと思
おも

っています。

「人
じん

類
るい

は自
し

然
ぜん

を破
は

壊
かい

することで発
はっ

展
てん

してきた」

とよく言
い

われますが、21世
せい

紀
き

は今
いま

まで壊
こわ

してきた

ものを再
さい

生
せい

させる時
じ

代
だい

だと思
おも

います。世
せ

界
かい

規
き

模
ぼ

の公
こう

害
がい

や地
ち

球
きゅう

の温
おん

暖
だん

化
か

などさまざまな環
かん

境
きょう

問
もん

題
だい

を解
かい

決
けつ

するためには科
か

学
がく

の力
ちから

が必
ひつ

要
よう

ですが、そ

れ以
い

上
じょう

に1人
ひとり

ひとりの心
こころ

がけが大
たい

切
せつ

だと思
おも

います。

たとえば、あき缶
かん

やペットボトルを資
し

源
げん

ゴミ※10とし

て出
だ

す、水
みず

や電
でん

気
き

をむだづかいしない、こういう

小
ちい

さなことを1人
ひとり

ひとりが実
じっ

践
せん

していかなければ

ならないと思
おも

います。わたし自
じ

身
しん

はそういったこ

とを心
こころ

がけていますが、友
とも

だちなど身
み

近
ぢか

な人
ひと

た

ちにも考
かんが

えてもらい、だんだんその輪
わ

を広
ひろ

げてい

きたいと思
おも

います。

■わたしの家
か

族
ぞく

わたしにとって家
か

族
ぞく

は、「ふるさと」とか「巣
す

」と

いう感
かん

じがするものです。離
はな

れていても必
かなら

ずそこ
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にあって、いつでも帰
かえ

ればあたたかく迎
むか

えてくれ

る。わたしのいいところも悪
わる

いところも、何
なに

から

何
なに

までうけいれてくれる。そんな「巣
す

」があるか

ら、わたしはどこにでも行
い

くことができるのです。

その「巣
す

」はなくなることのない、しっかりとしたも

のなので、ホームシックになることはありません。

標
しべ

茶
ちゃ

高
こう

校
こう

への入
にゅう

学
がく

を迷
まよ

うことなく決
き

められたのも、

家
か

族
ぞく

と離
はな

れることに不
ふ

安
あん

がなかったのも、しっか

りした｢巣
す

｣があったおかげだと思
おも

っています。

■わたしの友
とも

だち

友
とも

だちはとても大
たい

切
せつ

です。中
ちゅう

学
がく

生
せい

のとき、練
れん

習
しゅう

がきつくても剣
けん

道
どう

部
ぶ

をやめずにがんばれたのは

友
とも

だちが励
はげ

ましてくれたからです。高
こう

校
こう

生
せい

になっ

て始
はじ

めたバスケットボール部
ぶ

の練
れん

習
しゅう

をがんばれ

るのも｢だいじょうぶだよ。できるよ｣と言
い

ってくれ

る友
とも

だちがいるからです。それに、家
か

族
ぞく

と離
はな

れて

暮
く

らしているので、楽
たの

しいことや悲
かな

しいことを何
なん

でも話
はな

せる友
とも

だちがいるのはとても心
こころ

強
づよ

いこと

です。寮
りょう

の友
とも

だちがときどき｢家
いえ

に帰
かえ

りたいよー｣

と言
い

うことがあります。そんなときは、「みんなも

そうなんだなあ」と思
おも

って安
あん

心
しん

します。弱
よわ

いところ

を見
み

せてくれるのもうれしいし、それがわたしへ

の励
はげ

ましにもなるのです。

友
とも

だちからのプレゼントはみんな宝
たから

物
もの

です。幼
おさな

なじみからもらった指
ゆび

輪
わ

や写
しゃ

真
しん

立
た

て、手
て

紙
がみ

、写
しゃ

真
しん

など、どれも大
たい

切
せつ

です。

友
とも

だち関
かん

係
けい

での悩
なや

みは、たとえばわたしはAさ

んもBさんも好
す

きだけれど、BさんはAさんが嫌
きら

い

だとか、その逆
ぎゃく

だとか、板
いた

ばさみになることがと

きどきあることです。

■学
がっ

校
こう

のあるまち、北
ほっ

海
かい

道
どう

標
しべ

茶
ちゃ

町
ちょう

初
はじ

めて来
き

たときの「歩
ほ

道
どう

が広
ひろ

くてきれいなまち」

という印
いん

象
しょう

は、住
す

みはじめた今
いま

も変
か

わりません。

豊
ゆた

かな自
し

然
ぜん

と親
しん

切
せつ

な人々
ひとびと

に囲
かこ

まれた環
かん

境
きょう

は、わ

たしにとてもあっていると思
おも

います。

標
しべ

茶
ちゃ

で暮
く

らしはじめていちばん驚
おどろ

いたのは、北
ほっ

海
かい

道
どう

のことばです。たとえば、てぶくろを「はく」と

言
い

ったりします。「はく」というと「靴
くつ

をはく」「靴
くつ

下
した

をはく」など、足
あし

に関
かん

係
けい

するものにつかうと思
おも

って

いたので、とても不
ふ

思
し

議
ぎ

でした。それから、「ゴミ

を捨
す

てる」ことを「ゴミを投
な

げる」と言
い

うのにも驚
おどろ

きました。そのほか、居
い

心
ごこ

地
ち

がいいことを「あず

ましい」、居
い

心
ごこ

地
ち

が悪
わる

いことを「あずましくない」と

言
い

うのも、標
しべ

茶
ちゃ

に来
き

て知
し

ったことばです。

■家
いえ

のあるまち、千
ち

葉
ば

県
けん

市
いち

川
かわ

市
し

自
じ

宅
たく

は千
ち

葉
ば

県
けん

市
いち

川
かわ

市
し

にあります。市
いち

川
かわ

市
し

は江
え

戸
ど

川
がわ

が流
なが

れ、緑
みどり

の多
おお

いところです。広
ひろ

々
びろ

とした空
そら

が広
ひろ

がる江
え

戸
ど

川
がわ

の土
ど

手
て

を散
さん

歩
ぽ

するのが、とても

気
き

持
も

ちよくて好
す

きです。羽
はね

田
だ

空
くう

港
こう

や成
なり

田
た

空
くう

港
こう

へ短
たん

時
じ

間
かん

で行
い

ける便
べん

利
り

な場
ば

所
しょ

です。東
とう

京
きょう

に通
つう

勤
きん

する

人
ひと

たちのベッドタウンとして発
はっ

展
てん

する一
いっ

方
ぽう

、『万
まん

葉
よう

集
しゅう

』※11にうたわれている古
ふる

いお寺
てら

などがあったり

する新
しん

旧
きゅう

が入
い

りまじった「ふるさと」です。わたし

の好
す

きな旧
きゅう

の部
ぶ

分
ぶん

と、便
べん

利
り

な新
しん

の部
ぶ

分
ぶん

の両
りょう

方
ほう

が

あるところが魅
み

力
りょく

です。
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わたしのまち


